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この地質図幅は、北海道総合開発の一環と

して、北海道開発庁の委託により実施したも

のを、北海道においてとりまとめたものであ

る。

昭和51年 4 月

北海道
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ラ万分の 1 地質図書 ヒ 士 幌 (到II路第18号〉
説明 ー

北海道立地下資源調査所

技術吏員三谷勝利

嘱 託松沢逸己 x)

技術吏員高橋功一

はしがき

この図幅は、昭和41 年から同43年にし、たる 3 年間の野外調査の結果を取まとめたもので

ある。

野外調査は、新第三紀層の発達する地域および芽登地域を三谷および高橋が、そのほか

の第四紀層の分布する地域を松沢が、それぞれ担当した。

野外調査に際しては、北海道大学教養部の魚住悟助教授、道立地下資源調査所の石山昭

三の両氏の御援助を賜わった。ここに明記して、謝意を表する。

I 位置および交通

この図l隔地域が占める位置は、北緯43°10'~43°20 べ東経 143°15'~143°30' の範囲であ

る。

行政上は、十勝支庁管内であって、北部から北東部の地域は足寄町、南東部は本別町、

中央部から西部の地域は上士幌町、南部は士幌町に、それぞれ含まれている。

交通は、図幅の西部を流れる音更川右岸にそって、国鉄士幌線が通っている。主要道路

は、国道 241 号線が士幌市街、上士幌市街、芽登市街などを連ねてほぼ東西に走り、また

国鉄士幌線の東側にそって、国道 273 号線が通じている。さらに、芽登市街から美里別川に

そって、一般道道が通ずるほか、平坦台地上の農耕地には、碁盤目状に、主要河川や丘陵

地帯などには、それぞれ数多くの車道や林道が通じていて、道路網はよく完備している。

x) 北星学園女子短期大学



E 地形

図幅地域は、特徴をもったいくつかの地形が発達しているが、これらは、大きくつぎの

3 つの地形区に区分される。

1)北東部の植坂山、幌安山および居辺山の独立峯を結ぶ線の東側の地域で、丘陵状地

形をなしている。

2) 音更川と居辺川;こはさまれた地域で、広い平坦西地形を呈している。

3) 北西部地域で、火山性の山地形を呈している。

これら 3 地形区の特徴は、第 1 図の地形復元図から読みとることができる。

第 1 園地形復元図

(1Ianの幅で谷をうめている〉

- 2 ー



なお、この地形復元図では、美里別川水系が、現在の流路と大きく異なっていて、幌安

山付近から上流側が、居辺川水系に連なる状態を呈し、美里別川水系は、幌安山付近を源

流として南流する形を示している。現在、幌安山付近は、美里別川中流域での唯一の峡谷

になっており、この付近を境いして、上流と下流に、美里別川流域低地が 2 分された形を

呈しているが、この地域の河川争だつの歴史をよく表わしているものといえる。

1)の丘陵性地形区は、植坂山 (475.2m)、幌安山 (447.5m) および居辺山 (427.6m)

の 3 つの独立峰を結んだ線をほぼ西限として、その東方および東南方に、ほぼ南北方

向をとって発達する、標高300~450mのやや開析された丘陵地帯で、ある。そして、そ

れぞれの独立峯を中心;こして、小規模な平坦部分が発達している。とくに、居辺山周

辺では、西に傾斜したケスタ状地形を呈している。

この丘陵性地形の延長方向に平行して、河川にそって、 320~380mおよび260~280

mの 2 つの平坦面が段丘崖を境いして発達してし、る。

この地形区には、新第三紀鮮新titの地層が広く分布しており、これらを不整合にお

おい、第四紀初期の山砂利状の礁層が発達していて、構成岩相の違いを地形上によく

反映させている。

2) の平坦面地形区は、扇状地群や段丘群が南北の延長方向をもって、帯状に発達する

地域であって、東方の( 1)の地形区にアパットしている。この地形区では、標高、地

形形態、堆積物の特徴などから、高位より、上旭ケ丘面、押帯面、北居辺面、上士幌

面の 4 つに、平坦面を大きく区分することができる。

上旭ケ丘面は、この地域における最高位の平坦堆積面であって、北部から北西部に

かけて広く発達している。全体的に、南東方に傾斜しており、北門付近で、下位の北

居辺面におおわれる。構成堆積物は、上旭ケ丘礁層と上旭ケ丘凝灰岩層で、宮島山の

南麓に、後者の流走面を残している。

なお、この面に相当するものは、音更川右岸にも小規模に発達している。

押帯面は、居辺台地の堆積面が示す最高位の地形面である。居辺川左岸に標高 300

m前後の平坦面をつくり、南々東方向に傾斜している。構成堆積物は、上旭ケ丘礁層

とこれをおおっている灰白色粘土層である。

北居辺面は、居辺川と音更川にはさまれた地域および音更川左岸に広く分布し、全

体として、南に緩く傾斜している。この面は、地形面の傾斜が、上旭ケ丘面にくらべ

てやや緩やかである。扇頂部は、標高350m前後のところにあり、図幅の南端部では、

-3-



220mにまで降下し、南に

隣接する高島図幅地域内に

達している。この面は、開

析度と堆積物の違いなどか

ら、 I • IT の 2 つに区分さ

れ、北部の萩ケ岡市街の東

方では、約30mの段丘崖を

つくって境いされている。

しかも、南端部では段差が

ほとんどなくて、地形上で

堆積物は漸移している。

は、 I 面では、礁層とこれ

をおおう然別降下軽石堆積

物を含む褐色ローム層であ

しかし E 面では、赤褐

色ローム層を欠き、然別火

山群起源の堆積物が醸層を

おおっている。

上士幌面は、音更川東岸

で上士幌市街のある面で、

音更川にそって南方の十勝

。
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との比高は、北部で30m、南部で20m前後である。

構成堆積物は、第 2 段丘堆積物であって、ローム層を欠き、新期火山灰をともなう

薄い腐植層でおおわれている。

東部の美里別川にそって、この地形面に相当する平坦面が、両岸に断片的に発達し

ており、その延長部は、隣接する図幅内で広い平坦地形に拡がっている。

3) の火山性山地形区は、図幅の北西部の女夫山 (859.2m) と北部の藻岩山(635.6m)

をそれぞれ中心として、放射状の山稜を形成する山地形を示している。

前者は、新第三紀・中新世の地層と、これをおおって広く分布する鮮新世の火山岩類か

ら構成された地帯で、ある。山地末端部は、かなり開析の進んだ地形を呈している。

のベた 3 つの主要な地形区のほかに、これらの地形を刻んで発達する音更川、居辺川、

美里別川、芽登川などの主要河川の流域に、河床からの比高が10m以下の第 3 段丘平坦面

と河床氾濫原 II 積面が細長く分布していて、それぞれ堆積物をのせている。

図幅地域内の水系は、ほぼ直線的に南流する音更川、美里別)I[、居辺JI/、美蘭別川の本

流と、北北西から南南東に流下する芽登川、ナイタイ川の支流が主要河川である。さら

に、これらから分岐する数多くの支流が、それぞれの地形区を複雑に刻んで、いる。

E 地質概説

図幅地域に分布する地層は、第 4 図の地質総括表に示したとおりである。

最下位の地層は、新第三紀・中新世に属する火山性ないし凝灰質堆積層および火山砕屑

岩であって、上部に流紋岩質溶結凝灰岩をともなっている。岩相上から、ホロカピリベツ

川層とヌカナン川層とに区分される。

この 2 つの累層は、それぞれ介在している火成岩や、火山性堆積層の岩質が異なれ前

者は安山岩質、後者は流紋岩質である。そして前者のホロカピリベツ川層の下半部には、

緑色凝灰岩層が厚く発達している。

中新世の地層群を不整合におおって、鮮新世に属する十勝層群の地層が広く、かつ厚く

発達している。

この十勝層群は、標式的に発達する東および東南に隣接する図幅地域において、下位よ

れ本別層、足寄層および池田層の 3 果層に区分されている。また本別層の下部に発達す

る海成堆積層から、鮮新世の示準化石動物群である込滝川一本別化石動物群、が産出して

- 5 ー



時代|地 層 名|記号|模式柱状図 I':出I¥Hぬよび岩相|火成活動|その他

I 現|沖|氾濫原堆積物 I AI[J§2I 砂磯・粘土火山灰 I I
l 積 1 1 同報戦洲崎

世|層|崖錐堆積物 ITL脇信任銑李総| 機・砂
I I I Ieγコ乙コ E〓 コワ予ラ呈ζブ;a
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いる。

本図幅地域では、十勝層群下部の本別層の分布はなく、北西部の地域で、足寄層が中新

世の地層群の上位に直接累重し、さらに、准整合関係で上位に池田層が累積している。

足寄層は、全層のほとんどが火山性堆積層および火山砕屑岩から構成された累層で、地

域的に最下部に砂岩、泥岩および礁岩からなる正常堆積層が発達している。

この地域では、足寄層は、岩相上から、 3 堆積岩部層、 2 溶結凝灰岩および安山岩溶岩

の 6 つに区分される。岩質的には、堆積岩部層と上位の溶結凝灰岩は石英安山岩質で、ま

た下位の溶結凝灰岩は流紋岩質であって、いずれも酸性の火成活動の産物である。安山岩

溶岩およびその上・下位の部層に介在する火山際凝灰岩と集塊岩は、基性安山岩質である。

池田層は、瞭岩、砂岩、泥岩などから構成され、亜炭層を介在した陪成堆積層である。

そして 3 枚の特徴のある凝灰岩鍵層を介在している。構成岩相およびその分布状態から、

下部と上部の 2 部層に区分される。

下部層は、幌安山付近を北限として、南東部の地域に分布が限られており、北方に向っ

て薄化する発達状態を示している。この部層は、多くの連続性のある亜炭を介在する砂

岩、泥岩、礁岩の互層であって、鍵層として追跡ていきる安山岩質凝灰岩を 1 枚介在して

いる。

上部層は、図幅の中央から東側の地域に広く分布している。 この分布地域の南東部で

は、下部層と整合的に、北東部地域では、足寄層と准整合でそれぞれ接している。この部

層は、際岩、砂岩などの粗粒な堆積物が卓越した陸成的な堆積層で、泥岩、凝灰岩および

連続性に乏しい粗忠な亜炭を所々に介在している。なおこの部層には、 2 枚の凝灰岩鍵層

を挟んでおり、下位のものは石英安山岩質、上位のものは流紋岩質である。

新第三紀の地層群を不整合におおって、第四紀に属する地層が、はぼ全域にわたって広

く発達している。これらは、構成岩相からみて 7 つに区分される。

下部の植坂山凝灰岩層と植坂山礁層は、おもに北東部の丘陵性山地地帯に分布してお

り、その 1 部が居辺山周辺にも広がっているO

芽登凝灰右層は、図幅の中央から西側の地域に分布する浮石質の火山性堆積層である。

基底部に降下軽石層をともなっている。

上旭ケ丘喋層は、この地域の最高位平坦堆積面を構成する扇状地堆積物である。地形の

ところで、のべたように、上旭ケ丘面および押帯面を形成して分布している。

この上旭ケ丘礁層と植坂山際層の構成礁の大部分は背後の火成岩地帯から供給されたも
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ので、ときに巨礁をまじえ、また、風化した、クサレ際、がひじように多く認められる陳

層である。しかも、その分布状態や累積状態などから推察すると、湊の、山砂利、に相当

する堆積層とみることができる。

上旭ケ丘凝灰岩層は、図幅の北部に発達している上旭ケ丘平坦面の一部を形成して、局

所的に分布している。

段丘堆積物は、地形面上からみると、 5"-'6 に区分されるが、これらを総括して第 1"-'

第 3 の 3 つに区分している。

これらの前~中期更新世の堆積層をおおって、後期更新世から現世までのローム層や火

山灰が、平坦地形面に広く分布している。

町新第三紀層

Nｷ1 ホロカピリベツ川層

1970 、ホロカピ I) ベツ川層、高橋功二ほかめ

この図幅地域内に分布する最下位の地層で、北西部地域に分布している。

この地層は、構成岩相からみて、下部のセタ川緑色凝灰岩層と、上部のセタ川喋岩・砂

岩層とに区分される。

N ・ 1 ・ 1 セタ川緑色凝灰岩層

分布: 勢多鉱山付近から上流のセタ川流域に局所的に分布している。

岩質・岩相: 凝灰岩、凝灰角陳岩、凝灰質砂岩および泥岩から構成された火山性堆積

岩の卓越した果層である。

凝灰岩は、淡緑色~灰白色を呈し、ほとんどの部分が変質作用をうけて白色化した撤密

な岩相に変っているが、いわゆる、グリーンタフ、である。全般に軽石を含んでおり、安

山岩質である。

凝灰角喋岩は、緑色~淡緑色を呈し、粘土化をうけて原岩の不鮮明なものが多い。角礁

は、 3 "-'10cm の大きさで、安山岩質プロピライトである O ときに、集塊岩状岩相を挟在し

ている。

凝灰質砂岩および泥岩は、凝灰岩相中にときどき介在されて発達している。泥岩は、暗

灰色ないし黒色を呈し、塊状である。

この地層は、勢多鉱山のカオリン鉱床の母岩となっているもので、全体に、粘土化と珪
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化作用をうけて、白色ないし淡灰色の岩相に変質している。

層厚: 300m以上に達している。

N·l ・ 2 セタ川喋岩・砂岩層

分布: 勢多鉱山付近から下流のセタ川およびこの北方の小沢域、ナイタイ川とその支

流の亀甲鉱山の沢流域などに分布している。

層位関係: セタ川緑色凝灰岩層の上位で、正常堆積相の卓越する部分の下限で地層を

境いしており、果重関係は整合である。

岩質・岩相: 喋岩、砂岩、凝灰岩などの不規則な互層であって、ときに、泥岩を介在

している。また、地域によって、下部に、火山喋凝灰岩をともなっている。

喋岩l土、拳大以下の亜円礁を主体にして、ときに、人頭大ていどのものを含んでし、る。

喋種は、安山岩が大部分をしめているが、ほかに、流紋岩、凝灰岩、砂岩などをともなっ

ている。また、地域的に、黒色粘板岩、荏岩、硬砂岩などの古期岩類の礁を含んでいる。

この喋岩の基質は、凝灰質砂岩ないし火山際凝灰岩で、分級がわるし、。岩相としては、火

山性醸岩的である。

砂岩は、緑灰色~黄褐色を呈し、塊状の組粒から中粒の砂岩で、凝灰質である。

凝灰岩は、暗緑色~緑灰色を呈し、粗粒から泥質までのものが淘汰の悪い状態でまざり

合っていて、ときに、凝灰角陳岩を不規則iこ介在している。

勢多鉱山北方の小沢流域では、地域的に、安山岩角礁を含む火山際凝灰岩をともなって

いる。

この地層は、下位の地層と同じように、全体に在化作用をうけて硬質化および変色化が

進み、ときに、堅硬な珪化岩Iこかわって原岩がはっきりしない岩本目になっている。

層厚: 200"""'250m の厚さを示している。

N • 2 ヌカナン川層

1970、ヌカナン川層、高橋功二ほか9)

分布: 図幅北西端の小沢にわずかに分布している。

層位関係: セタ川礁岩・砂岩層の上位に整合の関係で累重している。

岩質・岩桐: 緑灰色のやや堅硬な凝灰角礁岩で、地域uこよって、上部iこ、流紋岩質溶

結凝灰岩をともなっている。

凝灰角陳:占は、指頭大ていどの流紋岩角礁を含む岩相が主体で、ときに、拳大の角礁を

含んでいる。また、ところによって、堅硬な細粒凝灰岩をともなっている。
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流紋岩質溶結凝灰岩は、暗灰色の堅硬、轍密な岩相をしめし流紋岩や黒曜石の岩片を含

んでいる。

鏡下では、斑晶は斜長石が主体で、石英、角閃石、まれに普通輝石、しそ輝石を含んで

し、る。石基は、流理構造をもったカ、、ラスで、球かをともなっている。

この地層は、分布地域の大部分が北に隣接する芽登温泉図幅地域内にあって、この図幅

地域では、北端部にその下半部の一部が分布するにすぎない。

層厚: 隣接図幅では、 200'""250 mの厚さを示しているが、この図幅地域では、 100 m

以下である。

lV・ 3 十勝層群

1958、十勝層群、三谷勝利ほか1)

十勝層群は、東および南東に隣接する足寄太図幅1)と本別図幅2) 地域に標式的に発達す

る新第三紀・鮮新世の代表的地層群である。そして、地層の堆積盆の広がりや構成岩相の

ちがし、などから、下部から、本別層、足寄層、池田層の 3 累層に区分されている。これら

3 累層の相互の累重関係は、准整合 CQuasiconformity) である。

十勝層群は、下部の本別層が海成→淡水成堆積層、中部の足寄層が陸成堆積層、上部の

池田層が汽水成→淡水成→海成ー〉汽水~淡水成堆積層と、下部から上部にむかつて堆積環

境の異なった地層が順次累重した累層群で、ある。さらに、本別層下部から、北海道におけ

る鮮新世の代表的化石動物群である吋竜川一本別化石動物群、が産出している。

この図幅地域では、この層群下部の本別層に相当する地層の分布はみられず、中部の足

寄層と上部の池田層が広く分布している。しかも図幅の北部および北西部の地域で、足寄

層が中新世の地層群の上位に不整合関係で累重している。

lV.3 ・ 1 足寄層

1958、足寄層、三谷勝利ほか1)

活込ダム付近から上流の美里別川流域、芽登川中流域および西部のナイタイ川、セタ川

流域などに分布している。

全層を通じて、凝灰岩、凝灰角喋岩ーなどの火山砕屑岩が卓越し、 2 枚の溶結凝灰岩およ

び安山岩溶岩を挟在している。そして、地域的に、基底部に砂岩、泥岩などの正常堆積層

をともなっている。

この図幅地域内では、構成岩本目からみて 5 つの部層と安山岩溶岩とに区分される。

下位の地層との累重関係は、ナイタイ川流域で観察される。ここでは、ホロカピリベツ
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川層セタ川喋岩・砂岩層の火山性喋岩や浮石質凝灰岩の上位に、安山岩の巨礁を含む大磯

質礁岩を基底岩相とした足寄層が不整合で果重している。また、北に隣接する芽登温泉図

幅地域内でも、芽登川中流域で、足寄層と下位の地層との不整合関係が報告されている。

N·3 ・ 1 ・ 1 芽登川砂岩・泥岩層

1970、足寄層・砂岩泥岩層、高橋功二ほかの

分布: 図幅北部の芽登川中流地域に局部的に分布している。

岩質・岩相: 喋岩、砂岩、泥岩から構成された正常堆積層で、ときに、凝灰岩を介在

している。

砂岩は、暗灰色~灰色の粗粒から細粒の砂岩で、ときに、含醸している。全体に凝灰質

で、粗粒部分では軽石をかなり含んでいる。葉理が発達し軽石や炭化物によるシマ目状を

示すものが多い。ときに、偽層層理がみられる。

泥岩は、灰色~灰白色を呈し、白色の火山岩岩片を多く含み、 J疑灰質である。やや硬質

で.板状層哩が発達している。また、細粒砂岩の薄層を縞状にはさんでいる。ときに、有

機物にとむ炭質泥岩状のものもみられる。

礁岩は、指頭大ていどの円喋~亜円礁からなり、まれに拳大の礁を含んでいる。礁種

は、流紋岩、溶結凝灰岩、安山岩などで、下位の地層から由来したものが多し、。

凝灰岩は、淡灰色~灰白色の細粒~泥質のものが多く、ときに浮石を含む凝灰岩や凝灰

角礁岩をともなっている。

この地層は、基底部iこ喋岩と喋質砂岩をともなう泥岩にとむ砂岩との互層岩相からなる。

ときに、砂岩や泥岩の同時礁を取りこんだ乱堆積状の岩相を介在している。また、粗忠な

亜炭薄層や炭化木幹などを含んでいる。全般的にみると、湖成堆積層状の外観を呈してい

る。

層厚: 80~100mの層厚である。

N• 3 ・ 1 ・ 2 藻岩山溶岩

1970、足寄層・安山岩ー溶岩、高橋功二ほかの

分布: 図幅北部の藻岩山および北西部の女夫山の周辺地域に広く分布している。

層位関係: 芽登川中流の旭ケ丘付近で、下位の芽登川砂岩・泥岩層と指交関係にある

安山岩質集塊岩から溶岩に移化する状態が観察される。

岩質・岩相: 黒色~暗灰色の撤密堅硬な安山岩である。

外観は、板状節理がよく発達し、斜長石および、輝石の斑品がみられる。
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第 5 図 玄武岩質安山岩(芽登川) +ニコル

鏡下では、 1'"'-'O.lmmの柱状~板状の斜長石、 O.5'"'-'O.05mmのしそ輝石、普通輝石の斑晶

がみられ、よわい流理構造が発達している。石基は、ひじように細粒な科長石と輝石から

なるインターグラニュラー組織を示し、粒状の磁鉄鉱を多数含んでいる。

岩質は、しそ輝石、普通輝石玄武岩質安山岩である。

この溶岩は、地域的に集塊岩状の岩相に変化している。

N ・ 3 ・ 1 ・ 3 活込凝灰岩層(新称〉

分布: 図幅南東部の活込ダム周辺地域で背斜状ドーム構造の中核部に分布している。

層位関係: この図幅地域内では、下限はみられないが、北に隣接する芽登温泉図幅で

は、安山岩溶岩から一部指交関係をもって漸移している。

岩質・岩相: 凝灰岩を主体とし、火山喋凝灰岩、凝灰質砂岩、泥岩などを介在してい

る。

凝灰岩は、淡桃色~淡灰色を呈し、浮石を多く含んだ粗しようで塊状な岩相を示してい

る。拳大以下の石英安山岩の角礁を含み、また、下部のものは、下位の藻岩山溶岩と同質

の安山岩の角礁を含み、ところによって、火山際凝灰岩状の岩相を示している。

砂岩は、暗灰色~灰褐色の中粗~粗粒の砂岩で、板状層理が発達している。凝灰岩相と

混在して淘汰のわるいものが多い。また、安山岩角喋や浮石を多く含んでいる。
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泥岩は、灰白色で、縞状葉理が発達し、凝灰質である。

この地層は全層を通じて、安山岩や石英安山岩の角礁を含む浮石質凝灰岩が卓越してい

てときどき、砂岩、泥岩、凝灰岩の細かし、互層岩相を介在している。

岩質的にみると、上位に累積すする石英安山岩質火山砕屑層と一連の火成活動の産物で

あるが、下部に、玄武岩質安山岩の角礁を含む火山際凝灰岩や集塊岩状の岩相を伴なって

おり、藻岩山溶岩から引続く火成活動の産物をもまじえている。

北に隣接する芽登温泉図幅わ地域内では、玄武岩質安山岩の活動に関連する部分を集塊

岩砂岩層、石英安山岩質の部分を浮石質凝灰岩層と 2 部層に区分されているが、この図幅

では、鍵層として地層を境いするような岩相が確認されなかったので、つぎにのべる溶結

凝灰岩層までを一括して部層として取扱つかった。

なお、この部層辻、足寄層が標式的iこ発達する東に隣接する足寄太図幅1)の上利別集塊

岩・砂岩層、中足寄凝灰岩層および上愛冠凝灰岩層の下部までの部分にほぼ相当するもの

である。

層厚: 200m以上に達している。

IV ・ 3 ・ 1 ・ 4 芽登溶結凝灰岩層(新称)

分布: 図'iI面東部に位置する幌安山周辺から、芽登市街付近の美里別川左岸Iこかけて細

長く分布している。

層位関係: 活込ダム北方の道路崖で、下位の浮石質凝灰岩の上に整合で累重している

のが観察される。

岩質・岩相: 淡灰色~暗灰色を呈する堅硬な流紋岩質溶結凝灰岩である。

外観は、経 2"-'3mmの石英の斑品がみられ、流理構造が発達している。

鏡下では、斑品として、石英〉斜長石〉角閃石、しそ輝石を含み、少量の黒雲母と普過

輝石をともなっている。石基は、シヤード構造をもったカ、ラスで、ときに、アキシオリテ

ィック組織が発達している。

この溶結凝灰岩層は、十勝地域の鮮新世堆積盆の中で、この地域に限って小規模に発達

している岩相であるが、東に隣接する足寄太図幅1) 地域内でも、利別川の西側の地域で、

上冠凝灰岩層の中に厚さ 5m前後の類似した長年結凝灰岩が追跡されている。この芽登溶結

凝灰岩層との連続関係\t直接つかめないが、上下位に続く岩相の状態からみて、両者はお

そらく同層準のものであろうと考えられる。

層厚:最も厚く発達している幌安山北麓で200m以上に達するが、美里別川左岸では、
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第 6 図流紋岩質溶結凝灰岩(活込ダム) IIニコル

50'""-'70m の厚さである。

N·3 ・ 1 .5 東芽登凝灰岩層

1958、上愛冠凝灰岩層の上部+下足寄砂岩・凝灰岩層、三谷勝利ほかり

1970、浮石質凝灰岩層の 1 部、高橋功二ほか9)

分布: 図幅東部の美里別川流域、西部のナイタイ川、セタ川流域などに広く分布して

L 、る。

層位関係: 美里別川流域では、下位の芽登溶結凝灰岩層の上位に整合関係で累重して

いる。しかし、芽登川流域では、下位の活込凝灰岩層と芽登溶結凝灰岩層を欠いて、この

地層は藻岩山溶岩を直接おおっている。一方、西部のナイタイ川流域では、ホロカピリベ

ツ川層、セタ川醸岩・砂岩層の上位に、安山岩の巨礁を含む大磯質礁岩を基底岩相として

不整合関係をもって累重している。

岩質・岩相: 凝灰岩を主体とし、凝灰質砂岩泥岩を介在している。ただ、西部地域で

は、基底部に大陳質際岩が発達している。

凝灰岩は、淡桃色~灰色、ときに暗灰色を呈し、浮石を含む粗粒凝灰岩と、やや轍密な

細粒凝灰岩との互層である。風化すると、淡黄白色~淡灰色のボサボサな岩相に変ってい

る。粗粒の凝灰岩は一般は塊状で、浮石塊や石英安山岩の岩片を多く含んでいる。細粒凝
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灰岩は、しばしば板状層理が発達している。

西部地域に発達する喋岩は、亜円~亜角形で、人頭大以下のものが多いが、ときに経40

m以上に達する安山岩の巨礁を含み、凝灰質砂岩で謬結された軟弱な凝灰質際岩ないし礁

質砂岩である。

この地層は、全層を通じて、塊状の粗粒凝灰岩の卓越した累層であるが、ときに、連続

性に乏しい凝灰質砂岩、泥岩および凝灰岩の細かい互層岩相を薄く介在している。とくに

北東部の下ワシップ川上流地域では、最上部に、厚さ 20m前後の砂岩、泥岩、凝灰岩の互
F

層岩相が重なっていて、東に隣接する足寄太図幅地域内で、下足寄砂岩・凝灰岩部層と呼

ばれて広く追跡されている地層に連なっている。

一方、西部地域では、基底部に、厚さが数10mに達する厚い凝灰質際岩ないしi穣質砂岩

層が発達しいる。この上位には、層理や葉理のよく発達した合浮石粗粒凝灰岩と細粒凝灰

岩との細かい互層岩相からはじまる厚い凝灰岩の累層が発達しており、東部地域の果重岩

相とやや趣きを異にしている。

この地層は、この図幅地域に発達する足寄層の各部層のうち、最も広い範囲にわたって

分布するもので、とくに、下位の部層にくらべて、西方への広がりが大きく、芽登川中流

域では、足寄層下部の藻岩山溶岩と直接し、さらに西方のナイタイ川流域では、足寄層の

各部層を欠いて、中新世のホロカピリベツ川層と不整合関係で接している。

すなわち、足寄層の陸成堆積盆は、この部層の堆積期i二、最も西方まで大きく拡がって

いたものとみることができる。

層厚: 北東部地域では、 100~150 mの厚さであるが、西部地域では、 200 m上に達し

ている。

N ・ 3 ・ 1 ・ 6 下愛冠溶結凝灰岩層

1958、下愛冠溶結凝灰岩層、三谷勝利ほか1)

分布: 北東部の正陵性台地周辺部に断片的に分布している。

層位関係: 下位の東芽登凝灰岩層の上位に整合関係で累重している。

岩質・岩相: 暗灰色ないし黒色のやや軟質な溶結凝灰岩で、板状の節理が発達してい

る。

外観は、粗しようなガラス質角礁凝灰岩状を呈している。

鏡下では、おもにガラスからなっており、このなかに、鉱物片や捕獲岩片を散点状に含

んでいる。
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ガラスは、流理構造をもった無色透明なものと、黒色に汚染されたものがみられる。

鉱物片は、おもに斜長石で、ほかに、石英 しそ輝石、角閃石、磁鉄鉱などがみられ

る。

層厚: この地層の上限は、第四紀の地層に切られているが、花輪付近で90'""70m、の

厚さを示している。

N• 3 ・ 2 池田層

1958、池田層、三谷勝利ほかり

十勝層群上部の池田層については、 1964年に三谷が総括的に報告して5) 以来今日まで、

十勝団研、湊正雄ほか1 1) 16) 松井愈ほか10) 15) その他数多くの調査研究がおこなわれて発

表されている。

これらの報吉を総合してみると。

i) 1964 年の報告で 5) 、池田層上部層とした地層を下部層から分離して、この下部層の

みに池田層の地層名をもちいて鮮新世の地層とし、上部層を前期更新世の長流交内層

とよんで独立した累層で取扱かっている。そして両地層の層位関係を不整合としてい

る。 10) 15)

ii) 池田層は、鮮新世最上部から更新世最下部におよぶ堆積層であって、その時代境界

は池田層下部層の最上部付近に求められる。 10

したがって、池田層上部層は、更新位に対比される地層である。

これらの調査報告における池田眉の地質蒋代に関する論議はともかくとしても、池田層

下部層と上部層の果重関係については、堆積盆地の形成から発展にし、たる変遷過程や地層

の累重現象などから、今後議論されるべき多くの問題が残されている。したがって、この

図幅では、 1964 年におこなった区分によって取扱うことにする。

この図幅地域内では、池田層は、居辺川から東側の地域で緩い摺曲構造をとって広く分

布している。

岩本目上から、下部層および上部層に区分され、その累重関係は、整合的である。

下部層は、幌安山付近を北限としてその南側の地域に発達し、上部層は、これを越えて

北側まで発達している。そして北部地域では、足寄居と接している。

N ・ 3 ・ 2 ・ 1 下部層

分布: 活込付近から南の美里別川流域に分布している。

層位関係: 下位の足寄層との累重関係は、活込付近でみられる。ここでは、足寄層・
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東芽登凝灰岩層の層理の発達した浮石質凝灰岩の上位に粗悪質の亜炭および暗紫色の有機

質泥岩を挟んだ凝灰質砂岩泥岩互層岩相の池田層下部層が、外観上では整合的に累重して

し、る。

しかし、東に隣接する足寄太図幅1)地域内では、池田層の基底部に厚い喋岩層が発達

し、また南東方の本別図幅2) 地域内では、両者の境界面に不規則な波状面が発達していて、

一部では、両層が斜交累重するような現象が観察されてしる。

ただ、足寄層が堆積盆地の変遷がし、ちじるしい陸成湖盆堆積層であることから、池田層

との累重現象が地域によって変化のできてくることは当然である。

このような各地域における両層の累重現象や、堆積盆地変遷状態なと、から、累重関係は

准整合と考えられる。

岩質・岩相: 砂岩、泥岩の互層で、数多くの亜炭、凝灰岩、瞭岩ないし礁質砂岩を挟

在している。そして厚層で発達する凝灰岩は鍵層として追跡される。

砂岩i士、灰色~灰白色の粗粒~中粒砂岩および暗灰色の細粒砂岩で、一般に軟弱で分級

がわるい。

粗粒~中粒砂岩は、 2~6mの厚層で介在することが多く、層理や葉理がよく発達し、

ときに偽層を示してし、る。また、岩相変化がし、ちじるしく、喋質砂岩や細穣右に移化する

ばあいもある。

全般に凝灰質であって、浮石擦や凝灰岩レンズなどを多くともなっているO

泥岩は、暗灰色~灰色で、植物性有機物を多く含み、粘土化しやすい軟弱なものであ

る。

亜炭は、一般には20~50cmの厚さを示すが、ときには、 60cm以上に達するものもある。

炭化の度合は低く、乾燥すると板状に剥げやすい。木幹や樹皮などがそのままの形で残さ

れており、 111enyanthes その他の種子を含んでいる。

凝灰岩は、粗粒~中粒のものと泥質のものがある。前者は、厚層で鍵層として追跡され

る×\この厚層の凝灰岩は、 帯桃白色ないし灰白色を呈し、 粗予言で、発泡の思い浮石や

安山岩の小角礁を含んでいる。鏡下では、ガラス、斜長石、輝石などがみられる。

醸岩は、粘板岩、赤色チャート、硬砂岩、輝緑凝灰岩などの古期岩類のほか安山岩その

他の火山岩類をわずかに含んでいる。礁の経は、一般に小さく、よく円磨淘汰されている。

この地層は、全層を通じて、凝灰質砂岩と泥岩が互層累重する正常な堆積相が卓越し、

川この凝灰岩は、文献 (5) で猿別凝灰岩と呼んだものと同層位のものである。
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ときどき、厚い粗粒岩相を挟んでいる。亜炭層は、厚薄合せて10数枚介在されている。

最下部層は、凝灰質の粗粒~中粒砂岩、細粒砂岩にとむ泥岩との互層であって、厚さ80

佃ていどの亜炭を挟んでいる。

この上位には、亜炭を多く介在した泥岩砂岩の互層いわゆる爽炭岩相が厚く累積してい

る。

この地域では、基底から60........70m上位のところに、厚さ 4'"'-'5mの偽層をもった凝灰質

の礁質砂岩ないし粗粒砂岩が挟在されていて、隣接の本別図幅地域内につながっている。

また、上部には、鍵層の凝灰岩の厚層が追跡され、隣接図幅地域につながってしる。

この鍵層の上位には、砂岩、泥岩および喋岩の不規則互層岩相が重なっているが、砂岩

は、下位のものにくらべて凝灰質で、浮石や石英粒を多く含んでおり、一部ではし、わゆる

白砂様の外観を示す特徴的砂岩もみられる。この部分に挟在する亜炭は、一般に薄く、粗

悪質である。そして、全体として、やや乱堆積状の堆積相を示している O

この地層は、南から北に向って地層が薄化してゆく発達状態をもっているところから、

岩相の側方変化がかなりみられ、とくに上部では、いちじるしいようである。

層厚: 南東部では、 200 em以上の厚さを示しているが、北方に向って薄化し、活込付

近で50........60m になっている。

IV• 3 ・ 2 ・ 2 上部層

分布: 美里別川と居辺川にはさまれた丘陵住山地の大部分を占めて広く分布してい

る。また、芽登川から北の美里別川流域 jこも、向斜構造の底部に細長く発達している川。

層位関係: 図幅地域内では、下部層の堆積盆地を超えて北方および西方に広がって発

達しており、これらの地域では足寄層と接している。

下部層とは、幌安山以南で接しているが、この地域では、厚い細喋岩ないし牒質砂岩を

基底岩相として累重しており、この聞に時間間隙や削剥作用を示すような地質現象は認め

られない。

岩質・岩相: 下部層が亜炭を介在する爽炭性岩相からなる堆積相を示しているのに対

して、この上部層は、疎岩、粗~中粒砂岩などの粗粒岩相にとむ泥質岩との互層からなる

周縁岩相状の堆積相を示しており、 2 枚の凝灰岩鍵層を挟在している。

喋岩は、構成礁から 2 つの種類がみられる。その 1 つは、粘板岩、赤色チャート、硬砂

x) 地質図で、北東部の美里別川左岸側の断層から東側の池田層・上部層は、足寄層・東

芽登凝灰層の間違いであるので、ここで訂正しておく。
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岩その他の古期岩類を主構成員とし、ときに、安山岩や黒曜石を含み、主に指頭大以下の

円磨礁からなる岩相である。幌安山と居辺山を結ぶ線付近から南東方の地域におし、ては、

層位土では、 2 枚の凝灰岩鍵層にはさまれた部分の中間位から下部の喋岩を構成している

ようである。

他の 1 つは、拳大以下の安山岩、石英安山岩、流紋岩、溶結凝灰岩など、周辺地域に発

達する火山岩類の礁を主体にして、古期岩類や黒曜石を混えた喋構成をもった喋岩であ

る。

居辺川上流域 芽登川およびその北方の地域におし、て、層位上では、主として上半部の

喋岩を構成している。この種の喋岩相は、陳岩、際質砂岩および粗粒砂岩が不規則に累積

した淘汰の思し、堆積相を示すものが多い。

凝灰岩は、全層を通じて数多く挟まれているが、このうちの 2 枚は鍵層として全域に追

跡される。下部の凝灰岩鍵層は、浮石質凝灰岩の多い細粒凝灰岩との互層であって、層理

や葉理が発達し、一部に凝灰質砂岩や喋質岩を挟んでいる。鏡下では、ガラス、斜長石、

輝石、のほか、黒雲母および、角閃石をわず、かに含んでいる。上部の凝灰岩鍵層は、塊状で

組緊な凝灰岩で、大きな浮石塊を含んでいる。肉眼で黒雲母片が認められる。鏡下では、

ガラス、石英、斜長石、黒雲母のほか輝石や角閃石をわずかに含んでいる。居辺山を通る

陵線付近および美蘭別川最上流で追跡できる。

亜炭は、薄層で粗悪質のものが多く、木幹、木片、樹皮などを多数含んでいる。なお、

芽登市街から開北にいたる地域には、 10~30cmのやや炭化の進んだ亜炭が局部的にみられ

る。

この地層;士、全層を通じて、粗粒岩相の卓越した周縁相状の堆積相であって、岩相の地

域的変化もいちじるしい。

下部の凝灰岩a鍵層から下位の岩相は、細粒凝灰岩と石英粒を特徴的に含む粗粒~中粒砂

岩の互層岩相である。わずかに、細粒砂岩と泥岩の互層や亜炭を挟んでいる。

2 枚の凝灰岩鍵層に爽まれた部分の岩相法、粗粒岩相と砂岩・泥岩互層との厚い単元の

互層であって、ときに亜炭ないし亜炭質泥岩を挟んでいる。この細粒の岩相は美蘭別川上

流域に追跡されるが、この地域では、この岩相をはさんで、その上下の穣岩相が磯構成を

異にしているようである。

上部の凝灰岩鍵層から上位の岩相は、安山岩や石英安山岩などの火山岩類を主体にした

礁岩や礁質砂岩相であって、わずかに細粒岩相を不規則塊で介在している。全体に淘汰の
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悪い堆積相を示している。

なお、芽登市街から開北にし、たる地域で、は、下半部に亜炭を多く爽在した爽炭性堆積相

が局地的に発達している。

層厚: 上限が第四紀層に切られているが、向斜状構造の底部付近で 250 m以上の厚さ

を示している。

V 第四紀層

この図幅地域に発達している第四紀層は、植坂山凝灰岩層、植坂山際層、芽登凝灰岩

層、上旭ケ丘陳層、上旭ケ丘凝灰岩層、段丘堆積物および沖積堆積物である。

これらの各地層の層位関係については、第 4 図の総合柱状図に示したとおりであるが、

植坂山凝灰岩層~植坂山際層と芽登凝灰岩層~上旭ケ丘喋層の各組合せによる地層の層位

関係は、分布地域がへだたっているために、明らかでなし、。ただ、居辺山西側山麓で、植

坂山際層をおおって上旭ケ丘瞭層が発達していることから、両者の層位関係は明らかであ

る。なお、北に隣接する芽登温泉図幅ω では、両者の上下関係が逆になっているので、こ

こで訂正しておく。

Y• 1 植坂山凝灰岩層(新称〉

分布: 図幅北東部の丘陵性台地の高位部を構成して分布している。

層位関係: 足寄層の上位に分布上から不整合で重なっている。

岩質・岩相: 軟弱な灰白色の浮石質凝灰岩であって、経数mmの石英粒を多く含んで

いる。新鮮面では、やや桃色を帯び、固結気味である。浮石は、一般には指頭大以下であ

るが、ときに拳大や人頭大のものも含まれている。

堆積相は、平行葉理および斜交葉理が発達していることが多く、全般に淘汰をうけてい

る。

この凝灰岩層は、外観上は、足寄層の浮石質凝灰岩の風化部分とよく似ており、また足

寄層最上部の下愛冠溶結凝灰岩層と直接するところでは見掛 t整合的である。

しかし、分布の上では、足寄層の地質構造と斜交するような広がりを示し、一部で基部

に礁層が発達することなどから、第四紀層として取扱かっている。

層厚: 10m以上の厚さを示している。

Yｷ2 植坂山陳層
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1970、植坂山喋層、高橋功二ほかの

分布: 図幅北東部の丘陵性台地の高位部で、やや平坦な台地を構成して広く分布する

ほか、幌安山東側の山麓および居辺山を通る南北稜線部の細長い平坦台地などにも分布し

ている。

層位関係: 植坂山凝灰岩層およひ、新第三紀層を不整合におおって累重している。なお

芽登凝灰岩層との直接の累重関係については、分布地域がへだたっているところから判然

としない。したがって、第 4 図の総合柱状図では、関係不明として示しておいた。

岩質・岩相: 人頭大から拳大程度の円~亜円磨礁を多くまじえた、淘汰の悪い軟弱な

喋層である。全般的に、大磯質であるが、植坂山周辺では、構成礁がやや小さくなる傾向

がみられる。

際種は、黒色、赤褐色、暗灰色その他の色調をもった安山岩、石英安山岩が大部分であ

あって、ときに、流紋岩、桂岩、砂岩などをまじえているつ

この際層中には、喋貰砂層、組~中粒砂層、浮石質凝灰岩などをときに介在している。

また、安山岩礁J土、風化してクサレ際化しているものが多い。

この植坂山際層は、分布状態や解析形態などが、段丘喋層とやや異なっている。また礁

層全体が淘汰わるく、多くのクサレ礁を伴たっていることなどから、第四紀でも古い時期

の扇状地性堆積物として発達したものであろうと考えられる。

なお、東に隣接する足寄太図幅1) で、高位段丘堆積物・第 1 段丘堆積物として取扱かっ

た喋層および北東に接する陸別図幅3) で、第 1 段丘堆積物 ·a段丘堆積物とした穣層など

は、いずれもこの植坂山喋層に相当するもののようである。

層厚: 50~70mの厚さを示している。

Vｷ3 芽登凝灰岩層

1970 、芽登凝灰岩層、高橋功二ほかの

分布: 芽登市街以北の美里別川左岸、芽登川下流域および居辺台地の西縁から居辺川

流域などの平坦面地形地帯の段丘崖に沿って分布している。

層位関係: 池田層上部層を斜交不整合 1こおおって果重している。

岩質・岩相: 浮石を含む粗穏な流紋岩質凝灰岩であって、石英、斜長石および黒雲母

を特徴的に含んでいる。ときに、角閃石や輝石を外来鉱物として伴なっている。

この地層は、全体としては、浮石流堆積物状の産状をとっているが、基底部に厚き 1m

前後の降下浮石層が発達し、さらに上部には、斜交葉理のある 2 次堆積状の凝灰岩層が累
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積している。

層厚: 芽登川流域で30m、居辺川流域で15~20mの厚さを示している。

v ・ 4 上旭ケ丘礁層

1970、上旭ケ丘礁層、高橋功二ほかわ

分布: 芽登市街と居辺山を結ぶ線から北西方の標高 340 m付近より高位の平坦面を構

成して分布するほか、居辺川右岸の270~300mから高位の緩斜面にも分布している。

層位関係: 芽登凝灰岩層を不整合におおって累重している。また植坂山喋層とは、居

辺山西側山麓で一部接しているが、ここでは植坂山際層が形成している平坦地形を切るよ

うな形をとってこの喋層が発達している。

岩質・岩本目: 拳大から人頭大の亜円磨礁を主体にした淘汰のわるい軟弱な際層であっ

て、砂質岩相をわずかに挟在している。

礁種は、黒色~暗灰色の安山岩が大部分をしめ、ほかに、石英安山岩、流紋岩、溶結凝

灰岩などを伴なっている。安山岩礁は、両輝石安山岩であって、背後地に発達する足寄層

.藻岩山溶岩と岩質は類似してしる。

この礁層の構成礁は、植坂山喋層と同じように、クサレ際化しているものが多い。また、

分布状態や解析形態からみて、古い時期の扇状地性堆積物であろうと考えられる。

層厚: 図幅北西部の旭ケ丘付近では、 80m と厚く発達しているが、南方に向って急激

に薄化し、上押帯付近では10m前後になっている。

v.5 上旭ケ丘凝灰岩層(新称〉

1970、上旭ケ丘軽石流、松井愈ほか10)

分布: 芽登川左岸の宮島山東方地域で平坦面を構成して分布している。

層位関係: 上旭ケ丘喋層を不整合におおっている。

岩質・岩相: 石英安山岩質の浮石質凝灰岩であって、塊状で粗援な岩相を示してい

る。

火山ガラスにとみ、石英、斜長石を含み、有色鉱物は少なし、。ときに、流紋岩や安山岩

の岩片を含んでいる。

全体として、塊状の浮石流であるが、部分的に葉理の発達する堆積層を挟んで、いる。

層厚: 宮島山の東方で10m以上の厚さを示している。

v.6 段丘堆積物

図幅内に分布する段丘堆積物は、分布状態比高および構成員などから、つぎの 3 つに区
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分される。

第 7 図段丘地形(芽登市街北方〉

左側高位から上旭ケ丘面、第 1 段丘面、

第 2 段丘面、第 3 段丘面

v ・ 6 ・ 1 第 1 段丘堆積物

分布: 北居辺付近の平坦台地を形成して広く発達するほか、上音更台地および美里別

川流域の両岸などにも分布している。

岩質・岩相: おもに拳大以下の溶結凝灰岩、安山岩類の円~亜円磨礁から構成されて

いる喋層であって、古期岩類の礁をわず、かに伴なっている。

この段丘堆積物の上位には、灰白色粘土層、赤褐色ローム層、然別降下軽石堆積物 IT •

I 、支勿降下軽石堆積物 I 、褐色ローム層および沖積火山灰層が順次累重している。

層厚: 10~30mの厚さを示している。

v.6 ・ 2 第 2 段丘堆積物

分布: 上士幌市街付近に標式的に発達し、音更川右岸に沿って、南北に細長く、平坦

面を形成して分布しているほか、美里別川流域の拓農、活込、中芽登、開北などの台地に

も発達している。

岩質・岩相: 拳大以下の安山岩類および溶結凝灰岩の亜円磨礁から構成されている礁

層である。

上位には、ローム層などを欠いて、沖積火山灰層が直接累積している。

層厚: 上士幌市街付近で20mの厚さを示している。
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y.6 ・ 3 第 3 段丘堆積物

分布: 音更川、居辺川、美里別川および芽登川などの河川沿いに、細長い平坦置を形

成して発達している。

岩質・岩相: 拳大以下の安山岩類や溶結凝灰岩などの亜円磨礁から構成されている陳

層である。

上位には、沖積火山灰層が累積している。

層厚: 10m前後の厚さを示している。

y. 了 後期更新世の火山性堆積物

十勝平野;こは、後期更新世から現世にかけての、火山性堆積物が数多く分布している。

これらのうちで、この図幅地域内に分布するものは、下位から、然別降下軽石堆積物 E 、

支努降下軽石堆積物 I 、然、別降下軽石堆積物 I である。

Y7 ・ 1 然、別降下軽石堆積物 H

1972、然別降下軽石堆積物 (Sipfaーの、十勝団研'3)

分布: 居辺台地で、第 1 段丘堆積物をおおって分布している。

岩質・岩相: 淡黄褐色で発泡のよい経 4~6cmの軽石を主体にした火山性堆積物であ

って、安山岩の外来岩片を多数含んでいる。東唐辺付近では、基底部にスコリア層を伴な

っている。

鉱物祖Q!t 'i士、長柱状のしそ輝石と少量。角閃石であって、普通輝石はほとんどみられな

し、。また、わず、かにジルコンを伴なっているコ

なお.この地層は、南十勝地方で十勝!司研が、オレンジ降下軽石堆積物と呼んでいるも

のと、時代的に近いものと考えられる。

層厚: 音更川東方の上士幌、萩ヶ岡、清水谷を結ぶ線付近で、 20~100 emの厚きを、

東居辺付近で85cmの厚さを示している。なお、北門や上士幌37号付近では認められない。

この地層は、層厚の地域的変化がし、ちじるしく、分布範囲もかなり狭いところから、噴

出源は西方の然、号IJ火山であろうと推定している。しかし、然別火山発達史との関連性につ

いては明らかでない。

y.7 ・ 2 支拐降下軽石堆積物 I

分布: 上士幌市街東方の地域を北限として、この南部に断片的に分布している。

岩質・岩相: 黄色の細長いオガクズ状の火山砕屑物であって、火山ガラスにとみ、有

色鉱物i土少なし、。
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鉱物組成は.しそ輝石にとみ、普通輝石と少量の角閃石を含んでいる。

この地層の上位には、チョコレート色古土壌を含む褐色ローム層をはさんで然、別降下軽

石堆積物 I が累積している。

層厚: 上士幌付近で40cm前後の厚さをもっているが、その他の地域では、周氷j可現象に

よって擾乱集積しており、厚さは不均一である。

/
r

t,

~:____________~::~_ 3\河
い\

''!!

品

川

9
h

¥
¥

q
宣募、

、4
一3x

色
V
A

一
川
川

x
いl

西芳子力ウシ山 !::, ~\\丸山眠
会

会ヌプJ句ウゾ山

×一一
20

居坦山 J

x~ ,
35

X~
70

44 J ".n It,<o
よ士暢 vv盟主

ロ ベー

盟
44 XiO

貝備 l

x 測定地臭

干 l 摩 3

1: 二 I ， ocm~ 椛1!1!1f1l

加

古

刊

-
R
J

一
4

U
A

X-;-;- 27
\、ど、、、一iZ x II

、、‘、、 一一一黙別隠 τ特石喧積物日

ー然~iI降下根石海楠帽 γ'

第 8 図 然別降下軽石堆積物の層厚分布図

v.7 ・ 3 然、別降下軽石堆積物 I

1972、然別降下軽石堆積物 I 、十勝団研13)

分布: 第 8 図に示したように、東西方向軸の地物線状の分布をとっている。

岩質・岩相: 褐色~暗褐色の発泡の思い経 2'"'-' 4emの軽石を主体iこした火山砕屑物で

あって、灰褐色の火山砂x) を挟んでいる。

外観上は、石炭の燃焼カス様のものである。

上位には、塊状~角塊状のボール状ローム層が累積している。

層厚: 上士幌市街付近で40cmの厚さを示してしら。西方地域外の然別火山山位地域で

は、 75em以上に達し、下部にスコリア層を伴なっている。

v.7 ・ 4 その他の火山性堆積物

川野外では、タンガラ降下軽石と呼んでいる。
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然別降下軽石堆積物 I の上位には、ボール状ローム層、砂質のソフトローム層、および

腐植中にはさまる厚さ数個の十勝岳 c 火山灰、旭岳 a 火山灰などが分布してし、る。

v.8 沖積層

美里別川、芽登川、居辺川、音更川などの主要河川およびそれらの支流河川流棋には、

氾濫源堆積物が細長く分布している。この堆積物は、現河床面から比高差 5"-'8mのとこ

ろまでおよんでいるが、比高 1m以下のものと、それ以上のものとに区分されるところも

ある。

主として、砂利と砂、ときに粘土や泥炭をまじえた堆積層から構成されている。

このほか、藻岩山の東側山麓や図幅北西部の火山性の山地形地帯に砂陳層から構成され

た崖錐堆積物が発達し、緩斜面地形を形成している。

羽化石周氷河現象

十勝地方の周氷河現象については、野川ら12)によって報告されている。 この図幅地域

でも、上士幌市街の東方に、この化石周氷河現象が認められる。

ここでは、上士幌市街の東北東約 11四の上士幌面から北居辺 E 面に登る切割りにこの現

象がみられる。

第 9 図 上士幌市街東方の周氷河現象

道路面から上位に然、別降下軽石堆積物 E

支努降下軽石堆積物 I 、然別降下軽石堆積物 i

の 3 層の火山灰層がみられる。
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この地点での擾乱現象は、然、別降下軽石堆積物 I がはげしく擾乱し、下位および上位の

ローム層中に不規則な形で貫入している。また下位の交努降下軽石堆積物 1 が、ブロック

状に上部のローム層に取込まれたような状態を示している。さらに、この下部の然別降下

軽石堆積物 E も、ブロック化された分布状態を呈しているが、支努降下軽石堆積物とは異

なった変形形態をとっている。したがって、この地域では、少なくとも 3 回の寒冷期が出

現したで、あろうと推定されている。

なお、この地点でみられる擾乱現象は、十勝地方で、も最も規模の大きいインボルーショ

ン現象である。

V1I地質構造

この図幅地域の地質構造は、北西部地域の中新層地層群が作る構造と、そのほかの地域

で鮮新世の地層群が作る構造の 2 つの構造単元に区分される。

i) 中新世地層群の構造

この地域は、カオリン鉱床が所々に発達している地帯であって、断裂構造が各所に発達

しているが、さらに北半部が鮮新世の溶岩で広くおおわれているために、地質構造を適確に

つかむことが難かしいところである。地層の分布状態を中心にして考えると、勢多鉱山の

沢の上流に頂部を持った大きなドーム状構造を形成しており、その周緑部に、 N-S 方向

および NW-SE 方向の 2 系統の断層が発達しているようである。そして、この N-S 方

向の断層ないし断裂帯にそって、珪化および粘土化などの鉱化作用がおこなわれ、カオリ

ン鉱床が形成されてし、る。

このような構造形態は、北に隣接する芽登温泉図幅の西部地域に発達する構造形態とほ

ぼ一致している。

ii) 鮮新位地層群の構造

十勝地方北部では、鮮新世初期から、これまでの堆積盆地発達形態とは不整合に、新ら

しい造盆地運動が起り、大規模な盆状構造(十勝盆状構造〉が発達しつつ、十勝層群の厚

L 、堆積層を累積させている。

この図幅地域は、十勝盆状構造の北西部を占める地帯であって、十勝層群の地層群が緩

傾斜の大きな摺曲構造を形成して広く分布している。とくに、十勝造盆地運動初期から中

期に移る堆積盆地の、西方移動の状態がこの地域でみられ、北方および西方の縁辺部で



は、初期の堆積層である本別層を欠いて、中期の足寄層が中新世地層群の上位に不整合で

果重している。

この盆状構造内における堆積盆地の変遷状態は、足寄店堆積後に縮小の形で起り、引続

く池田層下部層は、幌安山付近を通るNNE-S SW方向の隆起によって、この南側に堆

積盆地が縮小して形成されている。そして、この上位の池田層上部層の時期には、この隆

起帯が、西方iこ張出した突起状地塊iこかわり、その西方に入江状の細長い堆積盆地を形成

しつつ、池田層上部層の粗粒で淘汰の思い堆積層を累積させている。

このように、十勝盆地構造と云った大きな構造単元の中では、それぞれの時期で堆積盆

地の移動変形が所々で、起っている。したがって、地層の果重関係も、見掛上は不整合現象

に似た形態を呈しているところが所々に認められている。しかし、これらの諸現象は、鮮

新世を通じて発達していった十l時造盆地運動のー断面を示しているにすぎないものであっ

て、これら個々の地質現象を不整合と云った地質構造単元の変革を表現する現象としてと

らえることは当を得ていないように考えられる。

十議層群の地層二みられる摺曲構造としては、幌安山隆起帯付近のNNE-SSW方向

の背斜構造および芽登川下流を通り NNE-SSW方向で延びる向斜構造が認められる。

これらはし、ずれも緩傾斜の構造形態を形成している。

また、断層は、背斜構造の北西翼部および向斜構造の南東翼部に、摺曲軸にほぼ平行し

て発達しているが、落差の小さなものであって、全般的なブロック化運動は認められな

し、。

咽応用地質

図幅地域の地下資源としては、新第三紀・中新世の地層に旺胎するカオリン鉱床と冷泉

があげられる。

咽・ 1 カオリン鉱床6) 7)

カオリン鉱床は、勢多鉱山と亀甲鉱山の 2 つが知られているが、いずれも現在稼行を中

止している。

1 勢多鉱山

国鉄土幌線の萩ケ岡駅北西方約 5kmの地点に位置している。

このカオリン鉱床は、昭和10年代の後半iこ、水銀採掘をおこなっている過程で発見され



たものである。昭和23竿に、上士幌町が陶器製作の目的で、始めて小規模開発をおこなっ

た。

昭和27年から、中央カオリン株式会社が製紙用原料として本格的開発をはじめ、昭和49

年 6 月の操業中止になるまで採掘されてきた。その同の生産実績は、昭和27年の開発頭初

は、年間300 t;程度であったが、昭和40年には、 4 ， 564 t と増大して中止時に及んでいる。

この地域は、新第三紀・中新世のホロカピリベツ川層に属する緑色凝灰岩や凝灰角喋岩a

が分布しているが、勢多鉱山の沢の沢口から上流に約 3kmの範囲では、このホロカピリベ

ツ川層の地層が全体に変質作用をうけている。

変質岩は、珪化岩とモンモリロナイト・カオリンから成る粘土化岩である。

この鉱山でおもに採掘されたものは、変質岩分布域の西縁近くに発達する珪化岩にそっ

て形戎されたカオリン岩であって、鉱体は、ほぼ垂直に発達する珪化右と、それを取巻い

た粘土化岩の境目に形成されている。

鉱体の規模は、 NE-SW方向で水平に100m、傾斜方向に 100m以上の延長をもち、幅

は 2~10mであった。

初期の鉱石は、地去近く i二分布するカオリン含有量40~60%、白色度86~91Jbの白色粘

土であったが、その後下部に向って鉱石の性質がかわり、カオリン含有量30%前後、白色

度81~87%の青粘土となった。

この鉱体のほかに、変質岩分布域のほぼ中央で、珪化岩の下部に、緑色凝灰岩を交代し

た層状のカオリン鉱が発達している。昭和47年頃にその 1 部が開発されて、いく分出鉱さ

れた。この鉱体は、鉱量が多く、カオリン含有量も高かったが、白色度の上でやや難点が

あったようである。

この変質岩分布域の中では、これらの 2 鉱体のほかにも、いくつかの小さな鉱床や鉱徴

地が知られているが末開発のままである。

2 亀甲鉱山

勢ヲ鉱山の南方約1.7kmの金山の西側山麓iニ位置している。

この鉱山付近も、かつて水銀採掘がおこなわれたところであるが、昭和31 年頃に、カオ

リン鉱山としての探鉱が一部でおこなわれたようである。

この鉱山のカオリン鉱床は、粘土化帯中に細脈状で発達するものであって、鉱石は、カ

オリン・モンモリロナイト・石英から成る粘土である。この鉱石は、粘着力が大きく、品

質は勢多鉱山のものにくらべていく分劣るようである。



また、金山の山頂付近に、良質の白色粘土カオリンの存在が知られているが、末探鉱の

ままである。

咽・ 2 冷泉

この図幅地域では、旭ケ丘付近および亀甲鉱山付近に冷泉の湧出が知られている。

前者は、旭ケ丘の下流約 1.5 kinの芽登川左岸の河床付近にあって、湧出地点は、河床堆

積物中である。この冷泉は、自然湧出で、水温20'C前後、湧出量 100Qjmin程度である。

この付近は、足寄層、藻岩山溶岩の未端部に当っており、この溶岩の割目を通って湧出す

るものと思われる。泉質は、芽登温泉と同系統のものであろう。

亀甲鉱山付近に湧出する冷泉はり、鉱山の探鉱坑道の近くに湧出地点があって、水温21

℃前後のものが 360 Qjmin程度自然、湧出している。泉質は単純泉である。
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and

k凸ji TAKAHASHI

Resume

Areaofthepresentgeological sheet mapis situated between

latitudes 43ー10/.43ー201 N. andlongitudes 143°15 人 143°30
1 E..Itis

located in the northern part of the Tokachi plain of eastern

Hokkaidδ ， Japan.

Geomorphology

The area is topographically dividedinto threeparts; namely

easternhillyterrain , centraltosouthwesternflatlandandvolcanic

mountainsinthenorthwest.

Mostwidelydevelopedistheflatlandconsistingofelongated

bnsandterracesstretchedfromnorthtosouth

Thesefansandterracesareclassifiedintofourtopographicalsurfaces

basedonaltitude , surfacemorphologyandthecharacterofdeposits.

Fromthehigherthusoldertothelowerandtheyounger, Kamiasa司

:ligaoka- , Oshoppu担， Kitaorube- , and Kamishihoro surfaces are

recognized.
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Geology

In the area 乱1iocene ， Pliocene and Pleistocene depositsare

thicklydeveloped.

NeogeneTertiary

Neogene Tertiary deposits are Miocene Horokapiribetsu-gawa

formation and Nukanan-gawa formation , and Pliocene Tokachi

group.

Horokapiribetsu-gawa formation: Twolithologicmembers. Lower

membermainlyconsistsofandesitictuffbrecciaandgreentuff, with

theintercalationoftuffaceoussandstoneandmudstone.

The upper memberis compos 吋 of conglomerate, sandstone and

irregularalternationofmudstoneandtuff.Ingeneralthesesediments

aresubjecttoalterationandareoftenturnedintosilicifiedrockand

argillitizedrock.

Nukanan-gawaformation:Thisisacomposedofrhyolitictuffbreccia.

Rhyoliticweldedtuffispresentintheupperpart.

Tokachigroup:Lithologicallythegroupisfurtherdivisibleintothe

lower , Ashoroformationandtheupper , Ikedaformation.

Honbetsuformation , thelowest member of the Tokachi groupis

lackinginthisarea.

Ashoroformation:Thisisavolcanogenicterrestrialsedimentchiefly

withdaciticpumiceoustuffandtuffbreccia , comprisingsixmembers.

In the lower part of the Ashoro formationtheredevelopa

member of normal sediment with alternation of sandstone and

mudstone , and agglomerate. In thisregard the lower part is

differentinlithologiccharacterfromtheupperpartoftheformation.

Inthemiddletheformationbearsrhyoliticweldedtuff , andin

theuppermostpartitisaccompaniedbydaciticweldedtuff , andin

AshoroformationcoversunconformablytheMioceneformationsand

itsthicknessin500-700m.

Ikedaformation:ThisformationoverliestheAshoroformationwith
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aquasiconformity , andisdividedintotheloweranduppermembers

fromlithologicnatursandthedifferenceinwidthofsedimentary

basinsforrespectivepart.

Lowermember: Coalbearingfaciesmainlycomposedofsandstone ,

mudstoneandlignite , accompaniedwithconglomerate , conglomeratic

sandstoneandtuff , Twocharacteristiclithofaciesarepresent , namely

abedoftuffaceousconglomeraticsandstoretocoarse sandstoneof

4-5mthickdevelopsinthelowerpart , andathickandesitictuffbed

intheupper.

ThememberisdistributedtothesouthofMt. Horoyasuand

thethicknesschangesfromnorthtosouthandlithologyalsovaries

fromplacetoplace.

Totalthicknessofthemembermeasuresover200minthesoutｭ

羽Test.

Uppermember: Thisisanalternationofcoarsegrainedfacieswith

conglomerate , coarsetomediumgrainedsandstoneandmuddyrock ,

andismarginalfaciesofasedimentarybasin. Itcarriesthickkey

bedsoftuffinthelowerandintheupperpartofthemember. In

generallowerpartbeneaththelowertuffbedandupperpart over

theuppertuffbedaredominantinconglomerateandconglomeratic

sandstone. Especiallyupperpartconsistsofpoorlysortedconglomｭ

erate facies with pebbles ofsuch volcanicrocks asandesite and

dacite. Thicknessisover250m.

Quaternary

QuaternarysedimentsarePleistoceneUesakayamatuffformation ,

Uesakayamagravelbed, Metotuffformation , Kamiasahigaokagravel

bed , Kamiasahigaokatuffformationandterracedepositsaswellas

alluvialdeposits.

UesakayamaandKamiasahigaokagravelbedsaremuchdifferent

fromterracedepositsintheirdistribution , degreeoferosionlexcava-



tion , containmuchamountofdeeplyweatheredgravels.

Accordinglytheyareconsideredtorepresentfandepositsofearly

Quaternary.

Metotuff formation occupies thelowestpartofQuaternary

depositsincentralandwesternregionofthemappedarea , however ,

itsstratigraphicalrelationshipwithUesakayamatuffandUesakayama

gravelbeddevelopedonlyintheeasternregionisunknown.

Metotuffformationiscomposedofcoaseandpumiceousrhyolitic

tuff , bearingcharacteristicallyquartzandbiotite.

Asawholeitshowstheoccurrenceofpumiceflowdeposit , butit

alsoaccompaniedwithpumicefallbedatthebase.

Kamiasahigaokatuffisonlylocallydevelopedinthe northern

regionofthemappedarea. Lithogyofthat ispumiceflowlike

dacitictuff.

Terracedepositsareclassifiedintothree, basedon thedistribuｭ

tionalpattern, altitude , andcharacterofsediments

Upontheseterracesaredepositsofvolcanicsedimentsranging

fromlatepleistocenetoRecent. TheyareShikaribetsupumicefall

deposit II, ShikotsupumicefalldepositI, Shikaribetsupumicefall

depositI , loam, TokachidakevolcanicashCandAsahidakevolcanic

ashA isascendingorder. Thelasttwoashlayersareintercalated

inhumus.

Alluvialdepositsaretalusandfloodedplaindepositsalongrivers.

Economic.geology

Kaolindeposits: BorninMioceneHorokapiribetsu-gawa

formation. FormerlykaolinoreswereminedattheSetaandKikkδ

mineswhichhavestoppedworking.

Kaolinoredepositswereformedontheboundarybetweensilicified

rockanditssurroundingargi11itizedrocksbothdevelopedinaltered

Horokapiribetsu-gawaformation. Oreisblueclay(whiteness81 ・87%)

withkaolincontent ofabout30%. Itispartially associatedwith

whiteclayofgoodquality(Kaolincontent40 ・60%) .
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